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令和 3（2021）年度 第 3 回(臨時) 水工学委員会および幹事会 議事録（0406 最終版） 

 
日 時：令和 4 年 3 月 29 日（火）13:30～16:30 

場 所：土木学会講堂＋オンライン（Zoom） 

出席者 

(対面)：立川康人，矢野真一郎，溝口敦子，二瓶泰雄，鼎信次郎，泉典洋，大石哲，中山恵介，風間聡，

手計太一，梅田信，川越清樹，芳村圭，佐藤隆宏，鈴木良徳，入江政安，小林健一郎，赤松良久，重枝未

玲                  

(オンライン)：竹林洋史，椿涼太，森脇亮，宮本仁志，内田龍彦，田中賢治，山田朋人，佐山敬洋，岩崎

理樹，小田僚子，平林由希子，朝田将，柿沼太貴，荒木千博，堀合孝博，武田誠，戸田祐嗣，山口弘誠，

市川温，三輪浩                                         

 (39/50 名) 

林淳二(土木学会事務局) 

 
欠席者：田中規夫，諏訪義雄，山上路生，知花武佳，田端幸輔，大澤範一，陰山健太郎，谷口健司，川池

健司，田村隆雄，杉原裕司 

中川一(顧問)， 寶馨(顧問)，道奥康治(顧問)，中北英一(顧問)，清水康行(顧問) 

岡田将司(オブザーバ)，山城賢(オブザーバ)，深見和彦(オブザーバ)， 

記録者：矢野真一郎                               (以上，敬称略) 

 
0．立川委員長挨拶 

・議事に先立ち，立川委員長より挨拶があった． 

 
≪報告事項≫ 

1．防災学術連携体ビデオ作成 WG 設置について（幹事長）    資料 1 

・防災学術連携体から募集のあった一般市民向け動画について，WG を結成し対応することが説明

された． 

2．今後の水工学分野の研究課題抽出に向けた議論について（幹事長） 

 ・グローカル適応小委員会で水工学関連研究課題の連関図の作成が行われている．これをベースに

して今後 10 年程度での水工学分野が解決すべき課題の抽出や，ロードマップなどを作成するための

議論を開始し，次回のアゲールでシンポジウムテーマとしたい． 

3. その他 

1)R3 年度スケジュール（幹事長）        資料 2 

 ・資料に基づき説明された． 

2)水シンポやまがた（幹事長）        資料 3 

・資料に基づき予定されている開催内容が説明された． 

3)ICFM9（幹事長）          資料 4 

・資料に基づき募集中（3/31 締め切り）であることが説明された． 
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≪協議事項≫ 

1．水工学論文集の新しい編集方針について（編集幹事長）     協議資料 1 

・まず，今年度の論文集に関する報告があった． 

 ― 論文取り下げが 1 件，論文修正が 1 件． 

 ― 修正はエラータを来年度の論文集に掲載するが，1 年後となるため現状 HP 上に先行掲載した． 

 ― 英文のヘッダに修正があった． 

・来年度からの論文編集に関わる変更について説明があった． 

― 編集体制の変更の提案があり議論の上，承認された．以下の説明や意見があった． 

査読分野，査読分野キーワード，論文テーマを投稿時に選択いただくことにする． 

企画セッションテーマは募集するか，採択論文から決めていくかを継続審議したい． 

新しい分野「管理の技術・制度」の考え方の説明があった． 

「降雨流出はん濫過程・流出予測」を「流出・はん濫」へ変更する． 

編集委員長裁量で副査に委員会外部の方へも依頼可能にしたい． 

― 投稿システムが Editorial Manger へ変更される．それに伴う査読フローの紹介があった． 

― 編集小委員会委員に模擬投稿をお願いする． 

― テクニカルチェック後の返却論文は同号への再投稿は認めない． 

― 共著者への投稿の同意については，投稿者の責任で行っていただく． 

― EM を 5 月 31 日が過ぎた段階で，一時的に閉鎖することは可能．システム上できることを確認しな 

がら，一時的に投稿受付閉じるなど締め切り後の投稿を防ぐことを検討する． 

― 投稿者に対し 4 月中旬に変更説明会の開催を検討する． 

 
・投稿規定を土木学会論文集本体に合わせる方向で変更する．これまで投稿要項と手引きがあったが，要

項に一本化する．投稿は Co-responding Author のみ可能．講演は一人一本に限定する．会員以外の投稿が

可能になる． 

・奨励賞の対象は第一著者に限定するように変更する．投稿者には事前にアナウンスする必要あり． 

 
2．水工学論文賞等の選考方法について（編集幹事長）     協議資料 2 

・来年度以降の論文賞などの選考時期の変更について提案があった．3 賞（論文賞，奨励賞，Int. Paper Award）

を講演会後 2 週間程度までに審査を終え，1 月か 2 月に開催する水工学委員会で決定し，年度内に告知す

る流れで行うこととなった．表彰は翌年の水工で． 

 
3．その他 

・R3 年度受賞者（論文賞，奨励賞，の承認 

・矢野幹事長より，R4 年度第 1 回委員会・幹事会は，6 月 7 日（火）午後に（土木学会対面開催，または

オンライン），開催予定であることが連絡された． 


